
第 １ 回 ま る っ と 協 議 体  要 点 録 
開催日：2024 年６月２４日 

開催場所：あい介護老人保健施設 ４階 

参加者：35 名（名簿参照） 

１，挨拶 

高齢支援課 荻野係長 

 河北医療財団 多摩事業部 明石事業部長 

 

２，委員紹介（自己紹介） 

 （委員名簿参照） 

 

３，今後の進め方について 

１）高齢支援課より 

 第９期高齢者保険福祉計画と生活支援体制整備事業について（資料１） 

（以下一部抜粋） 

２）第１層生活支援コーディネーターより 

 今後のまるっと協議体の進め方について（資料２）について説明 委員より承認を得る 

 （以下一部抜粋） 

・SC 定例会などで分析・見える化して 

根拠に基づきまるっと協議体で協議す

る 

・継続して協議が必要な場合はプロジェ

クト 

チームなどを立ち上げていく 

・企業や NPO など団体が感じる地域課題 

（テーマ）も提供いただき、必要に応じて 

分析・見える化し、全体会で協議する 



 

 

 

 

 

 

 

 

３）本日の協議案件 「３つの分科会について」 

〇全体について 

各分科会がやってきた活動には意味があったのか それぞれの取り組みの全体像が見えない 

 分科会ごとに継続するか否かの議論は異なるのではないか 

〇啓発分科会 

イベントの手伝いや啓発に関する発行物の作成などを行ってきた 

 継続案件は現時点ではないため、案件ができたら実施すればよいのでは 

〇生活支援分科会 

 ふんわりしたものはこれまでのまるっとの中で作り上げられた それが地域に届けられるものに 

なっているか 

 解散するか否かは今日即決できない 

〇移動分科会 

 住民が主体になるものを行っていかなければいけない 桜ヶ丘は自治する感覚も強くなった 

 協議体の中で、桜ヶ丘の取り組みを報告することもしたい 

 移動に関してはまとめも作ってある それを見てほしい 

 ボリュームがどれだけあるのかは（SC 定例会などで）これから集積・分析が必要では 

アクションプラン 

→以前からのメンバーを中心に参集（第１層 SC から連絡） 

これまでの状況と今後について意見交換し、今後の開催について決めていく 

※啓発分科会はイベントの際にスタッフや景品の協力などをお願いしていた部分を第１層協議体に 

吸収しいったん終了とする 

 

４，その他 

〇まるっと協議体は参加者も多い 協議をする際には開催の工夫が必要 → 方法に関しては検討する 

〇９月１３日長寿を祝う会に、参加者への景品やスタッフ（体制整備事業の啓発や Beyond60 を活用して 

フレイル予防の啓発）の協力をお願いしたい 改めて市からアナウンスする 

〇市の HP の体制整備事業のページに、協力いただいている団体・企業名を掲載させていただきたい 

 不可な団体があれば市へ連絡 

 

次回：10 月 25 日 10 時から 市役所西会議室にて 開催予定 


